The Precipitin Reaction in Pulmonary Tuberculosis : Report I: The precipitin reaction with Souton\u27s tuberculin by 小田 俊見
長崎医学会雑誌　第33巻　第11号（増刊号）1－12頁 1
肺結核に於ける沈降反応
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結核感染者の血清中に見られる抗体としで
凝集素（agglutinir）S）．沈降素（precipitins〕
調理素（0PSOr）ins），補体結合抗体（c0mP・
1ement－fixingantib0dies〕の存在すること
ほ，幾多の業績ンによって既に知られているがト
それによる（／）血清学的診断の価値ほ決定的に認
められているわけではない・
Wils0n（1925）の記述によれば，Arlo－
r）ing＆Courmont（1898）ほ，鳥塾結核菌
の平等浮草液を以って凝集反応を試み，1：5
～1：20の血清稀釈に於いて，早期肺結核患者
の95％，外科的結核患者の50％，・非結核患者
又は健康老の30～70％ゐ陽性率を示したが，
Bendix・（1900〕，Neisser（1900），Beck＆・
Robjn0Vitsch（1900〕／01）・K0Ch（1901）．
Courm0nt＆Papacostas（1923〕，Spehl
（1923），Karmar用I（1924）等の追試研究の
結果，所詮，凝集反応ほ結核診断の目的には
副わないというととになった．工かし，椀近，
Muether＆McD0nald（1945）によって，
コロイド粒子叉ほ他種の細菌をツベルクリン
を以って被覆（c0ating）し，結核患者の血清
に反応させる方法が考案され｛．Middlebrook
＆Dub0S（1948）の赤血球凝集反応〔hemaン
gglutinintest）の導入によって成功の域に
達したと言える状態になった．諸家の報告を
綜合すると，適当な抗元を以ってすれば，括
動性結核患者の80～90％ほ陽性であり，ツベ
ルクリ・ソ陰性の健康な個体に於いてほ95％は
陰性である（M ddlebr00kr1950；R0thbard
et al1950主Smith＆Sc0tt1950；Gerr）eZ－
Rieux＆曹acquet1950；Kjrbyet a】1951；
Fleming et al1951等）．しかし，結核性
脳膜炎又は肋膜炎，或は，肺結核の病勢の非
常に進行した場合，屡ミ．陰性反応を示し，ま
た，結核感染の徴のない健（…）康者にも特異抗体
の証期されることを知ら・ねばならない・ツベ
ルク・リソ皮膚反応の実施によって本反応の抗
体価の上昇を見る土とも報告されている
（一Smith＆Sc0tt1950）．叫iddl占brok＆Duン
b占sの方法ほ，俄然幾多の追試を喚起したの
であって，との結核抗元が旧ツベルクリ・ソに
も含まれていることほ確実になった〔Sarもer
1950；Gernez－Rieux＆Tacpuet1950；S0－
hieretal1950〕．しかし，一般に言って，抗
酸細菌属を凝集素の特異性によって分類する
ことは困難である．凝集素吸収試験遊び■に補
体結合反応によって，晴乳動物塾（mamma－
1ian type）．鳥塾（avian type）；冷血塾
（cold・bl00ded type），寄腐塾（saprophytjc
type）に大別され（Wils0r）1925；Griffith
1925），鳥型株ほ数個の亜塾（subtypes〕
分けられるが（Schaefer1937；Harp0th
1938〕，人型（human type）は年型（bovine
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type）に対して共通の抗元を持っていて，血
清学的には区別されない（Wilson1925）・こ
の点，鼠型（murine type：VOle bacillus〕
も同じであって，人型及び年型と輯属反応を
呈する．そのことは皮膚反応によっても確め
られている．Tulloch（1924）ほ，人塾結核
菌の諸株ほ，血清学的に同定し得る1群を構
成するけれども，多種多様の型〔types）を
有すると述べている．Ebina（1940〕は，冷
血動物の抗酸細菌と非病原性の抗酸細菌と
ほ，凝集素吸収試験によれば人塾株・牛塾
株・鳥型株と区別されるが，直接凝集反応
では全体に亘って瑛属反応が出ることを認
めた．
補体結合反応ほ，Widal＆LeS0urd〔1901），
Camus　＆　Paniez（1901〕，Wassermar）n
＆Bruch〔1906），McIntosh，Fildes＆Rad．
cl把e（1914）等以来，生菌体，加熱死菌体，
磨砕菌体，ブイヨソ培養濾液，瑛月旨体抽出液
等を抗元として試みられ〔Ca】mette＆Mas・
sol1914；Dudge0n，Meek＆　Wejr1914；
Meek1914；Radcliffe1915；Miller＆Zin－
sser1916；Urbain　＆　Fried1921；Von
Gutefeld＆Weigert1924；Pinner1925；
D0uglas　＆Meanwell1925；Sa】m0n　＆
Valtis1925；Valtis1925；・Wadsw0rth，
Maltaner＆Stevens1930；Hiiningen1932；
Rice，Orr　＆　Breed1933；Hasegawa＆
Kochi1939等）．大体に於いて，結核患者の
70～80％ほ陽性反応を呈するが，一般に言つ
て，広範囲の慢性症に最顕著に発現し，初期
叉ほ感染の疑わしい場合，病巣が包被叉ほ静
止の状態にある場合，また，病勢が急激に進
行して患者の死に至るような場合は陰性のこ
とが多い・例えば，Besredka＆Manaukh－
ine（1914〕ほ，結核患者の補体結合反応は，
早期にほ全般に陽性，中期には大概ほ陽性，
晩期にほ弱陽性叉ほ陰性，死亡前には陰性に
なると報告している．C0ulthard（1923）は，
慢性肺結核に於いて最高率に陽性であるが，
粟粒結核塾・急性肺炎型・腹膜炎に於いてほ
一般に陰性であって，補体結合反応の強陽性
によって示される免疫性ほ病巣範囲の大小に
は無関係であると述べた．Rieux（1926〕は，
Besredkaの抗元を用い，Cβ1mette＆Ma．
SSolの術式による補体結合反応を試みて，排
菌陽性の肺結核に於いて85％，結核性腹膜炎
に於いて80％，腎臓結核に於いて90％，非結
核患者に於いて10晃一の陽性率を挙げることが
できた．Sellers＆Ramsb0ttom（1922〕は，
しかしながら，補体紆合反応による結核診断
ほ倍額されないと述べている．
結核の沈降反応に関する研究ほ，原沢・青
田＆土屋（1953）等に依ると，Kraus（1897）
が初めて報告し．以来数多の研究がある（Petー
roff1923；Larson1923；Banacorsi1925；
T0ennjessen1924；Musucej，McAIpine
＆GleIln1930等〕・沈降反応に参与する抗
元物質ほ，補体結合反応の場合と同じく，蛋
白質でほないということが知られた（Laid・
1aw＆Dudley1925；Mueller・1926）．しか
し，結核感染の人体及び動桝こ於いて，結核菌
多糖体に対する沈降素は証明されるが，それ
ほ診断の襲用に供し得るほどでほないとも言
われてし一る（Doan1930〕．また，結核菌の表
層ほ，脂質・蛋白質・含水炭素の複合体であ
って，それを動物に注射することによって，
沈降素及び凝集素特産生されるのであるが
（FreuIld1925；Mudd＆Mudd1927〕，感染防
禦の抗元性に於いてほ新鮮分離の無毒株のそ
れと同程度の効果を示すのであって（Mudd
＆　Furth1927；Steenken　＆　Gardr］er
1942／43），抗酸細菌属の様元性の複状陸が窺
われるし，また，感染防禦の免疫性と血清反
応に現れる免疫性とほ無関係であると思わね
ばならない．諸家の実験に用いられた沈降元
ほ，旧ツベルクリン（H011註nder1925），結
核菌蛋白分割（Wassermann1923）．結核菌
水性浸田液（Meinicke1937），結核菌培養
埴液（Larson1923；M0ntank　＆Nels0n
1923），結核感染者の乾酪化リンパ腺浸出液
〔LehmannFacius1926；Loeschcke1925），
結核菌塩酸アルコホー′レ抽出液（児玉1936；
岡＆篠原1940〕，ソートソ・ツベルクリソ劃
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分（村田1938），Tymothee菌及び結核菌の
アンチフォルミソ・エキス（江藤1952），結
核菌超音波抽出液（柏村・疋田・飯田＆川上
1952）等から肺臓エキス（松波＆橋本1928；
橋本1929），卵黄浸出液（涌谷1928〕等の非
特異的物質にまで及んでいる．我国に於いて
ほ，上記の他，石井（1939），戸田（1942），
中武（1943），東風（1948〕，（＼）更田（1949），
伊藤（1949），梅田（1949），高崎〔1949〕，
大原＆中川（1951〕，山口（1955），寺山
〔1957）等の研究があって，沈降反応の結核
診断に於ける意義が論ぜられている」進藤
（1958）の結核菌系抗元抗体反応に関する研
究と解説は，幾多の示唆に富み，啓蒙を受け
ることが多い．児玉〔1936〕等ほ活動性肺結
核に於ける沈降反応の診期的価値を報じたが，
太田（1956〕はその特異性の難点を指摘し，
高崎（1949〕，江藤（1952〕等ほ，沈降反応
によって血清中の抗体を証明するだけでほ結
核の診断としては信頼されないという結論に
達した．
著者は，沈降反応の結核診断に於ける価値
は兎も角，沈降反応と結核症状との関連性に
於いて何か求められるかも知れないと考え，
国立佐賀療養所の患者に就いて若干の観察を
試みた．
実　　験　　方　　法
1〕抗元の調製
人型結核菌青山B株をソートソ液体培地に約3ケ
月間培養して充分に発育増殖させ，100。C／60分間
蒸気殺菌した後，振返磯にかけて約4時間振造し〔1
分間60～80回），市販セロハソ紙を通して2昼夜流
水中（l）で透析し，旧ツベルクリンの製法に準じて，
4000回転30分間遠心沈澱して菌体を除去し，上清聴
を枝付コルベンに入れ，70〇Cで約1／1oになるまで
減圧濃縮し，それに5％の割合に石炭酸を加えて原
液とした．
2）人型結核菌免疫家兎血清
人型結核菌青山B株をソートソ培地に培養して充
分に発育させた後，秤量して瑠璃の乳鈍に取り，充分
研磨し，それに滅菌生理食塩水を滴下しつつ平等に
混和し，1mg／1ccの生菌浮薪液を作り，それを体重
2kg内外の健康家兎に注射して免疫した．5～7日
（d）の間隔を以って，第1回0・2mg，第2回0．2Ⅱ】gの菌
体を皮下注射し，第3回以下は0・5mgから漸次増
量して耳静腺に注射し，全量約34mgに及んだ後，
1週間目に全採血して血清を分離し，56〇C／30分の
加熱によって非働性にして用いた．
3）正常家兎の血清を対照に用いた・
4〕肺結核各期の患者の非働性血清を検査に供し
た．
5）健康者の血清を非働性にして対照に用いた・
6）沈降反応術武
重層法により，血清は原液のまま用い，抗原稀釈
によって抗元価を測定した・室温放置3時間後成蘇
を判定し，反応の程度に応じて，（≠），（＋〕，（土〕，
〔－）に区分した．なお，本坑元の代わりに，生理
食塩水を用いて対照とした・
実　験　成　績
り　健康家兎血清に放ける成績
健康家兎血清のソートソ・ツベルクリンに対する 沈降反応は完全に陰性であることが知られた（表1〕．
表1人型結核菌ソートソ・ツベルクリンに対する健康家兎血清の沈降反応
No・1
三三…三…
（No．2）1三11三1‡1
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2）人型結核菌免疫家兎血清に放ける成績 結核免疫家兎血清は1：128の抗元価を示した（表2）・
表2　人型結核菌ソートソ・ツベルクリンに対する結核菌免疫家兎血清の沈降反応
＼抗元稀釈
抗　体
免疫家兎血清
1：2
」＋
1：4
≠
1：8
＋
1：16
－ル
1：32
＋
1：64
＋
1：128
＋
1：256
土
1：512 1：1024 対照
3〕成人健康者血清に於ける成績
実験例数16例中，1：4以上の陽性反応を示したも
のは3例に過ぎず，No・8の1例は，1：1014とい
う非常に高い抗元価を示し（表3），現在胸部レン
†ゲソ像には何等の変化は認められな（、、）いが，肋膜炎
の既往症を有するので，この場合，“健康者’’からは
／
除外されねばならないであろう．要するに，健康者
（潜在感染者も多少は・含まれるにしても）の血清は，
ソートソ・ツベルクリンに対する沈降反応を概して
示さないと思ってよいであろう．No．16の1例は或
程度進行しつゝある不磨症感染を持っているのかも
知れない．
表3　人型結核菌ソートソ・ツベルクリンに対する健康者血清の沈降反応
No．
抗元佃
…＼ン
氏名
1：2 1；4 1：8ll：16ll：32ll：64ll：1頭1：256ll：512ll：10叫対照
1‐古賀
2　⊆　森　田
3j井上
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
山　田
川　原
沢　田
園　田
小　川
黒　岩
山　下
有　尾
大　熊
古　川
松　岡
伊　藤
吉　田
＋
＋
土
±
」＋
、土
＋
＋ と十十十十主十と十と十十
4）肺結核患者血清に於ける成績
実験総数120例の成績は，病状進展度・略病中結
核菌の有無，赤沈中等定価の記鋲とともに，蓑4（1
～3〕に示すとおりである．「排菌」の欄に於いて，
例えば，G2は臨飢yⅡを示し，K＋は培養によつ
て結核菌の証期されたことを意味する．
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表4（其の2〕人型結核菌ソートソ・ツベルクリンに対する肺結核患者血清の沈降反応
No．
L抗元価」
氏名
1：2ll：4⊇1：8宮：16ll：32ー1沌4出：1頭1：256…1：512；1：1024阿照l
蓋1排司赤沈！備考
46
47
48
49
50
51
52
83
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
フ1
72
73
74
75
76
77
・78
79
日0
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
中　島8
山　田8
行　武8
梶　原古
森　苧
江里口8
崎　田看
草　場石
坂　本？
吉　丸缶
坂　本古
太　田古
米　倉字ト
大　津8
吉　丸8
中　里8
外　山古
松　尾平
本　庄霞
城　島8
ト中　島？
松　本甲
碇　守
伊　藤？
垣　田8
水　町古
高　取看
轟　木石
栗　山甲
信走… 曰目白目1白目†己一日㌧（（）目iー～i目■∃目iコヨ日用河白Ⅶ∃用
毒・
（
ト
‡‡‡三‡（㌔）
琶竜
中
高
中
高
中
中
中
中
中
中
高
高
中
中
軽
中
中
高
中
中
中
中
高
中
中
軽
中
中
中
中
中
軽
高
中
高
高
高
中
高
中
中
畳
畳
16
18
67
37
59
63
34
38
5
16
1B
13；
24
36
40
6
13
16
6
76
23
51
34
9
61
10
93
8
30
9
26
56
3
5
63
8
78
53
32
61
77
18
84
11
19
M　型
ⅥrIi〔）9
Ⅵ7Ⅰ‡（り　9
M）型
刀　型
Ⅶ　型
Ⅵrモ‡り9
Wモ109
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蓑4（其の3〕人型結核菌ソートソ・ツベルクリンに対する肺結核患者血清の沈降反応
No
（鱒元価
旦塵（
1：2（1：4い：8】1：16ll：32い：64い：128（1：256（1：512】1：1024（対画
進
展
度
排菌庫軸備考
91
92
93
94
95
96
9了
98
99
1。0
101
102
103
104
105キ
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
森　崎古
松　中8
久　富古
井　芹8
久　原苗
東　島？
前　間さ
堤　＄
服　部8
佐　藤中
小　地名
池　田8
花　田竿
江　崎8
豊　増8
桂　甲
江　頭筆
舌　川8
緒　方る
吉　岡8
吉　松看
官　原古
松　下甲
西　崎8
橋　本8
内　野缶
中　島a
西　原8
崎　田苗
大　坪8
＋
土
＋
＋
＋
土
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
±
＋
＋
＋
＋
」＋
＋
＋
＋ 肖ャ日活ャ（貞∃白‖言‐書活書目5ヨ一巨‖萱
軽
高
中
中
軽
軽
中
高
高
中
中
中
中
中
軽
軽
中
高
中
軽
中
中
中
中
中
中
中
中
中
中
（（）
GI
G5
（－〕
（－〕
（．〕
（－〕
G8
G2
K＋
（－）
（－〕
G5
G2
「憲
（－〕
（・）
〔－〕
（－）
‐芸
G8
G6
〔－）
（－）
〔－〕
1
94
6
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実験総数120例の中，1：4以上を陽性と認めれば，
その集計に於いて89例（74％〕が陽性を示し〔蓑5〕，
健康者と校ペると，推計学的に明かに有意の差が認
められる．
（（蒜＝8・6＞3）、
Ml－Mq
表　5　　肺結核患者に於ける沈降反応
舶
沈隆反応
例　　　　　数 百　　分　　率
陰　　　　性
陽　　　　性
31
89
25・83土（4・00）
74・17土（4・00）
（　〕内標準誤差
暗痍中排菌状態に依る沈降反応の陽性率は，結核
菌陽性群でほ90％，結核菌陰性群でほ62％（表6），
推計学的に両者の間に明かに有意の差が認められる！
（で示云示ニ＝3・9＞3）・
Ml－M空
8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　　　　　　　田
ンンンン　　　　　　　　　　（（ト　（＿一…（（トントンン一トンンャ＝ンャ　　　　（（ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンンン　（　＝＝　　　　ャトンン　　　　　　　　　　　　　　　ャ　　　　　　　　　　　　　（　　ン＝（g＝（土）（（（　　　（土）一ニ
表　6　　暗病中排菌と沈降反応との関係
ントンンン　ンンンン（　　　　　　　ャ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンンンンントンンニントントン　　　　ト　ンン（　ン　ンントントンントントンン　ントントントン　ンン　　　　　ン＝土ントンン（ト　　　　　．・毒ニ
ーーと喜一－一三■…一三－－－－一三三…‡三三ャー
「　5　‐
（　〕内標準誤差
赤沈値との関係を観察すれば，高度促進群〔51mm　　の差はないが，正常値群と軽度促進群
諾詫三；霊宝一芸芸芸這芸芸ン票三三1；0崇　（諾＝2・2＞2十正常値群と高度
諾諾警㌘≡祭芸ら三浣孟進芸≡器芸≡芸≡は蓋蓋≡≡≡3）とは’それぞれ’
蓑　7　　赤沈値と沈降反応との関係
■ン土ロン＝ン　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンンャンンン＝ン）土■ニニニン　（トロンニニ一ト　　　　　　ンン　ンンン　　　　　　　　　　　　　　　　　ント　　ントン　ンンン　　　　　ンンン（ントント　ン　トン
三三三≡三ン三一‾■一■土口ニ口＿性　　率
（　）標準誤差
胸部レソトゲソ所見をTTudeau協会法に従って，　有意の差はないが，軽度進展と高度進展
ン慧芸芋石諾芸こご諾霊芝は諾1芸警芒ン（諾＝2・3＞2），並びに，中等度進
…つ≡≡三≡．二三≡三ャニ≡三善二二王二
乗　8　病巣進展度と曜降反応との関係
（　（（（ト（（　　　　　　ント　ントンン　　　　　　　　　　　トンンントンン　トン　　　　　　　ンン　ントンンンンンンンンンンンンント　ン　ン　ンン　トント　　　　ン　　　　　　ン　　　　　ンンン　　　　　　　　　　　ントンン
ャ≡二三≡…ンャ‾－ン‾‾‾■ン■ン三三二‾
三妻三1ャ三一口主；ロー三一三－
－≡三（…一三－－－す一二三テ‡一1－）請㌻
〔〕内標準誤差
実験総数120例を沈降反応の程度に従って区分し，　度進展群では14例の強度陽性を認め）病巣の大きい
陰性群（1‥2まで〕，弱度陽性群（1：4以上1：64　程高度の沈降価を示す傾向が見られた〔蓑9）・しか
まで〕，強度陽性群（1：128以上1：1024まで）に別　　し，高度進展群の中にも少数ながら沈降反応陰性の
けて進展度分類に対比して見ると，軽度進展群には　例もあったが，多分ンnegativ亡anergyか何かであろ
鶉度陽性ほ1例もなく，中等度准展群には13例，商　　うと思われた！
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表　9　肺結核病巣の拡がりと沈降反応の強度との関係
沈降反応
結核病巣
軽　度　進　展
中等度進展
高　度　進　展
合計（120例〕
陰　性　群
8　例
20、例
3　例
25％（31例）
弱度陽性群
13　例
38　例
11例
51％（62例）
強度陽性群
0
・　　　　　　　　　　　　　　ント　　ト
13　例
14　例
22％（27例）
岡氏の分腰団（加療変型）、に属する12例〔表4参
照）の中ン沈降反応陽性は5例に過ぎず，陽性率並
びに沈降価（1：4～1：32）が低く，本反応と結核
由進行又は軽快との間に一定の関係が存するものと
推定された．しかし，一方，WHOのト病勢分類の
9（両側に病変と空洞あり）に該当する11例の中3例
が陰性を示したことは，本反応が何処までも病勢の
進行と一致するわけでほないことを示すと思われた．
考　　　　　　　察
結核感染の血清診断の倍額性叉ほ精密性に
就いてほ，甲論乙駁，今日まで一定の決論に
達工ていないが，大体に於いて，懐疑論或ほ
否定論が圧倒的に多いと言えるであろう．著
者の実験の意図は，結核感染に対する沈降反
応の診断的意義ほ別として，結核症状と沈降
反応の発現の程度との間に何等かの関係を求
めようという点にある・
著者は，まづ，人塾結核菌青山株のソート
ソ・ツベルクリソを抗元として肺結核各期の
患者血清（120例）の沈降反応を行い，74％
の陽性率を得た．太田〔1956）ほ旧ツベルク
リンを以って88％の陽性率，江藤（1952〕ほ
結核菌のアンチホルミソ浸出液（を抗元として
105例中93％の陽性率，東風（1948〕ほ結核
菌の　Cholesterin加Alk0hol溶出液の10
倍稀釈液を抗元として一115例中80％の陽性率
を挙げているので，これらの報告に統べると，
著者のソートソ・ツベルクリンによる陽性率
ほ，無選択の検査では棺ミ　低いと思われる
が，排菌陽性群に於いてほ90％の高率を示
したので，敏感性に於いて敢えて劣ると
ほ考えられない．健康者（成人）血清ほ13
％の關性率を示したが，′ノ健康者′′　と言つ
ても潜在感染者を含まぬとは限らないから，
厳格な意味の対照にはならないのであって，
この点，結核沈降反応の特異性を疑わせるわ
けでほない．また，寺山（1957）ほSM耐性
菌ツベルクリンの1：10液を抗元とし，児玉
〔1936）は結核菌塩酸アルコー一レ抽出液100
倍稀釈液を抗元としているが，著者の実験に
よれば，1：4から1：64までの抗元価を示す
ものが51％，128以上1：1024までの抗元値を
示すものを22％に認め，ソートソ・ツベルク
リンの沈降価も相当精密に区分されるととが
知られた．
臨床検査所見と沈降反応との関係を見ると，
胸部レソトゲソ像から見た病巣進展度の高い
ほど沈降価は上昇するという平行関係が認め
られるが（軽度進展と高度進展並びに中等度
進展と高度進展との間に有意の差あり〕，赤
沈値促進の高度・中等・軽度・正常値の4群
の問には全般的にみて平行関係がなかった．
もつとも，赤沈値自体が病巣進展度とほ一致
しないのだから，この結果は怪しむに足らな
い．しかし，正常値群と軽度促進，高度促進
との間にほ沈降反応の発現率ほ有意の基並び
に明かに有意の差が認められた．岡＆篠原
（1940）は胆汁酸加培養変形結核菌及び上地株
の塩酸アルコホール抽出液を抗元として重症
肺結核患者血清の沈降反応を行い，この場合，
ツベルクリソ反応が陰性に転化するとともに
沈降反応も陰性となった1例を報告している
が，著者の観察に於いても，重症結核患者の
血清中にほ抗ツベルクリン沈降素の産生が抑
制されるものの如く考えられた場合があった．
10 小　　　　　　　　　田
Negative anergyの表現かも知れない・な
お，第2報に於いて人塾結核菌の多糖体分割
と蛋白分割による沈降反応の成績を述べ，第
3報に於いてツベルクリン反応と沈降反応と
の関係について報告す5であろう・第1報の
成績を概括すれば次の如くになる・
概　　　　　　　括
1〕正常家兎血清ほソートソ・ツベルクリ
ソに対して沈降反応を示さなかったが，結核
生菌免疫家兎血清ほ1：128－1：256の沈降価を
示し，それによってソートソ・ツベルクリン
の沈降元性が証明された・
2）成人健康者の血清ほ，16例中3例，肋
膜炎の既往症ある1例を除けば15例中2例に
於いてソートソ・ツベルクリンに対して沈降
反応陽性を示したに過ぎず（13％－），しかも
沈降価も軽微の域を出なかった（1：4～1：16〕．
3）肺結核各期の患者120例の中，1：4～1：
6年の沈降価を示したのほ62例（51％〕，また，
1：128～1：1024の沈降価を示したのほ27例（22
％），集計に於いて89例（74％）の陽性率が
見られた．
4）排菌陽性者51例に於いては沈降反応陽
性90％，排菌陰性者69例に於いてほ沈降反応
陽性62％，両者に明かに有意の差が認められ
た．　　　　　　　　　　　　　　　ノ
5）赤沈値（中等価）と沈降反応の発現率
との関係に於いては，51mm以上の高度促進
群30例では93％，31～50mmの中等促進群18
例では78％，16－30mmの軽度促進群18例で
ほ83％，推計学的に検討すると，正常値群と
軽度促進群との間には有意の差があり，正常
値群と高度促進群との間にほ明かに有意の差
が認められた・
6）Trudeau　協会法に従い，軽度進展群
（21例），中等度進展群（71例），高度進展群（2
8例）に分撰して，沈降反応の発現率を検討す
ると，それぞれ，62孝，72％，89％の陽性率
を示し，推計学的には軽度進展と中等度進展
群との問には有意の差は認められなかったが，
軽度進展と高度進展群，中等度進展と高度進
展群との間には有意の差が認められた・
7）病巣進展度と沈降価との関係を見ると，
軽度進展群にほ強度陽性（1：128～1：1024）ほ
1例もなく，中等度進展群でほ13例（18％），
高度進展群でほ14例（50％），それぞれ強度
反応が見られ，大体に於いて，病巣の拡大に
従って，沈降価の上昇を来たす傾向が認めら
れた・
8〕岡氏分類ⅩⅠ〔加療変型）に属する12
例の中，5例（42％〕だけが1：4～1：32の沈
降価に於いて陽性であったに過ぎず，沈降反
応と病巣の進行叉ほ軽快との問に一定の関係
がありそうに思われた・
9）■WHOの病勢分類9に該当する11例中，
8例（73％）が沈降反応陽性を示したが，3
例の陰性があり，沈降反応と病勢の進行との
並行が破れる時期もあることが窺われた．
潤筆するにあたり，終始御懇篤な御指導，御鞭蛙並びに御校閲を賜わった恩師登倉教授に対して
深甚なる感謝の意を表するとともに，種々御高配を喝わった後藤正彦博士並びに医局員一同の御援
助に対して感謝致します．
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